






 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●水力発電 
水資源に恵まれた日本では、発電への利用も昔から盛んで、国内でまかなうことのできる、貴重なエネ

ルギー源となっている。水力発電といえば大きなダムを想像するが、近年は中小水力発電の建設が活発化

している。中小水力はさまざまな規模があり、河川の流水を利用する以外にも、農業用水や上下水道を利

用する場合もある。すでに開発済みの大規模水力に比べて、まだまだ開発できる地点が多く残されてお

り、今後の更なる開発が期待される。 

（1）特徴 

・自然条件によらず一定量の電力を安定的に供給可能。一度発電所を作れば、その後数十年にわたり発

電が可能。 
・発電時に二酸化炭素を排出しないクリーンエネルギー。長い発電の歴史を通じて数多くの技術・ノウ

ハウが蓄積。 

（2）課題 

・事業の開始前に河川流況の長期にわたる調査が必要であり、開発初期におけるコストが大きい。 
・環境への影響の理解や水利権の調整など、地域住民等の理解促進が不可欠。 
・未開発地点は奥地かつ小規模なため、開発済み地点とくらべてコストが高い。 

●その他の自然エネルギー 

（1）地熱発電 

日本は火山帯に位置するため、地熱利用は戦後早くから注目されている。 
本格的な地熱発電所は 1966 年に運転を開始し、現在では東北や九州を中心に展開。 
総発電電力量はまだ少ないものの、安定して発電ができる純国産エネルギーとして注目されている。 

（2）太陽熱利用 

太陽の熱エネルギーを太陽集熱器に集め、熱媒体を暖め給湯や冷暖房などに活用するシステム。 
機器の構成が単純であるため、導入の歴史は古く実績も多い。 

（3）地中熱利用 

地中熱とは、浅い地盤中に存在する低温の熱エネルギーである。大気の温度に対して、地中の温度は

地下 10～15m の深さになると、年間を通して温度の変化が見られなくなる。 
そのため、夏場は外気温度よりも地中温度が低く、冬場は外気温度よりも地中温度が高いことから、

この温度差を利用して効率的な冷暖房等を行う。 

（4）空気熱 

ヒートポンプを利用することにより、

空気から熱を吸収する温熱供給や、熱を

捨てる冷熱供給ができる再生可能エネル

ギー源である。ヒートポンプ給湯器や空

調用エアコン等がある。 

（5）海を利用した発電 

海面の暖かい水と深海の冷たい水との温

度差を利用して発電する海洋温度差発電の

ほか、波の上下動（波力）、潮の満ち引き（潮

汐）、海流のエネルギー（潮流）を利用した

発電等の研究が進められている。 
出典：資源エネルギー庁 HP 

●未来のエネルギーを考える 

地球温暖化の主な原因である二酸化炭素の排出量が少ない発電方法はどんなものがあるか考える。 
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